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「病⾃⼝⼊」とは、コロナ禍においてはますます実感する諺である。また、
「禍⾃⼝出」というように、⼝腔は⾎管、消化管、気管等を介して全⾝の
臓器とつながっており、⻭周病を始めとする⼝腔病変が全⾝の重⼤疾患に
影響を及ぼす。⼝腔と全⾝の関係の究明は、当研究部創設以来の重要な
ミッションである。⼀⽅、⻭周病は加齢に伴って増加する疾患であるため、
⻭周組織の⽼化がその病態形成に関与する事が考えられるが、その詳細は
不明である。我々は現在、⻑寿医療研究開発費の研究課題として加齢に伴
う⼝腔の変化を病理組織学、免疫学、細菌学の視点から総合的・統合的に
解析を⾏っている。また、その制御による新しい⼝腔の健康増進法の開発
を⽬指している（21-6 ⼝腔の⽼化制御を基盤とした新しい⼝腔機能の維
持・向上法の開発）。本セミナーでは、⽼齢マウスおよび⻭周細胞培養系
から明らかになってきた⼝腔⽼化の実態と⻭周炎との関連、⼝腔機能と低
下と脳機能の関連について説明する。また、⾷品成分による⼝腔⽼化制御
の可能性についても述べたい。


